
 

 

  

 

 

吐き気や腹痛、下血・吐血やそれに伴う貧血などが起こることがあります。他の病気でもあらわれる症

状ばかりで、GIST 特有の自覚症状は特にありません。腫瘍が大きくなってからでないと症状が出ない

ことが多く、しばしば発見が遅れます。 

GIST（消化管間質腫瘍）について 

 
 

  

GIST（消化管間質腫瘍） 
（じすと（しょうかかんかんしつしゅよう）） 

 

※内容を簡素に記載しております。詳しくは HP をご覧ください。 

CT や MRI、内視鏡などによる画像診断で大きさや転移・浸潤などを確認します。また、腫瘍組織を採

取して検査し、免疫組織染色で KIT 陽性あるいは DOG1 陽性であれば GIST と診断されます。 
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GIST（ジスト：Gastrointestinal Stromal Tumor）は、胃や腸の消化管壁の粘膜下にある未熟な間葉系

細胞に由来する「肉腫」の一種です。GIST の発症率は年間に 10 万人に対して 1 人から 2 人くらいとさ

れ、まれな腫瘍です。発症には男女差がなく、胃に最も多く見られ、ついで小腸、その他の消化管にな

ります。ほとんどの年齢層に見られますが、中高年に好発（60 歳代でピーク）します。 

症状について 

診断について 

GIST あるいは GIST が強く疑われる腫瘍に対しては原則的に手術治療を行います。組織採取が難しい

小さい腫瘍、無症状の場合は経過観察の方針となることもありますが、GIST と診断された場合は、現

在の日本のガイドラインでは腫瘍の大きさなどに関わらず、手術による治療が勧められています。GIST

が見つかった時点で主病巣以外の場所にも転移を起こしているような場合は、内科的治療（化学療法）

の適応となります。化学療法の効果、経過によっては、改めて外科的切除を考慮することもあります。

このような進行した GIST に対する集学的治療は未だ確立した治療とはいえず、当センターでは GIST

診療・研究を担当している（腫瘍）内科医や外科医、そして放射線科医などが密接に連携をとりなが

ら、個々の状況に応じて治療方針を検討し患者さんに提案しています。 

治療について 
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